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昭
和
45
年
の
教
育
委
員
会

の
案
件
か
ら
当
時
の
課
題
を

見
る
と
（
表
1
）、「
学
校
施

設
」
に
関
す
る
話
題
が
多
く

あ
り
ま
す
。

　
現
在
、
東
久
留
米
に
は
市

立
小
学
校
12
校
、
中
学
校
が

7
校
設
置
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
昭
和
45
年
当
時
は
第
一

小
学
校
か
ら
第
九
小
学
校
ま

で
の
8
校
と
（
第
八
小
学
校

は
翌
年
度
開
校
）、
久
留
米

中
学
校
、
東
中
学
校
及
び
西

中
学
校
の
3
校
が
設
置
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

　
こ
の
時
期
、
東
久
留
米
市

の
急
激
な
人
口
増
加
に
よ

り
、
子
ど
も
の
数
も
増
加
し

ま
し
た
（
昭
和
41
年
児
童
数

4
0
1
0
人
が
昭
和
46
年
に

は
8
6
8
4
人
と
2
倍
を
超

え
、
生
徒
数
も
1
3
4
9
人

か
ら
昭
和
46
年
に
は
2
4
2

0
人
と
2
倍
弱
の
増
加
）。

教
育
委
員
会
の
会
議
に
お
い

て
も
毎
回
の
よ
う
に
補
正
予

算
が
議
題
と
さ
れ
、
急
激
な

人
口
増
加
に
伴
う
児
童
・
生

徒
数
の
増
加
へ
の
対
応
を

図
っ
て
い
ま
し
た
。

　
第
九
小
学
校
は
第
八
小
学

校
よ
り
も
1
年
早
く
開

校
す
る
こ
と
に
な
り
、

第
七
小
学
校
の
校
庭
に

建
て
ら
れ
た
プ
レ
ハ
ブ

の
校
舎
で
仮
設
運
営
さ

れ
て
い
ま
し
た
（
昭
和

44
年
度
に
8
教
室
、
45

年
度
は
12
教
室
に
増
設

さ
れ
同
年
10
月
完
成
）。

　
第
八
小
学
校
は
昭
和

45
年
4
月
か
ら
、
就
学
予
定

児
童
2
7
0
人
・
9
学
級
で
、

第
五
小
学
校
内
に
仮
設
運
営

さ
れ
て
い
ま
し
た
（
第
八
小

学
校
は
平
成
21
年
度
閉
校
）。

給
水
場
を
候
補
地
と
し
た
第

八
小
学
校
の
敷
地
確
保
に
は

大
変
な
困
難
が
あ
っ
た
よ
う

で
、「
第
三
小
学
校
と
第
五

小
学
校
の
児
童
数
倍
増
の
緩

和
を
図
る
た
め
、
6
3
0
0

坪
が
無
理
な
場
合
は
4
0
0

0
坪
で
あ
っ
て
も
確
保
し
た

い
」
と
、
当
時
の
教
育
長
が

述
べ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
学
校
施
設
に
つ
い

て
は
新
設
だ
け
で
は
な
く
、

既
設
の
体
育
館
や
手
狭
に

な
っ
て
き
た
校
舎
の
改
築
等

に
つ
い
て
も
検
討
さ
れ
て
お

り
（
表
1
／
第
8
・
9
回
）、

さ
ら
に
学
校
の
新
設
に
伴
う

通
学
区
域
の
変
更
に
つ
い
て

も
、
保
護
者
や
地
域
の

方
々
と
の
話
し
合
い

が
頻
繁
に
行
わ
れ
て

い
ま
し
た
。し
か
し
、

解
決
に
至
る
こ
と
が

困
難
で
あ
っ
た
よ

う
で
、「
原
案
で
納

得
し
て
も
ら
え
な
い

場
合
は
第
八
小
学
校

を
建
設
す
る
意
味
が
な

く
な
る
」
と
、
定
例
会
に
お

け
る
教
育
長
の
発
言
か
ら
も

危
機
感
が
伝
わ
り
ま
す
（
表

１
／
第
１
回
・
第
2
回
・
第

12
回
・
第
14
回
）。

　
一
方
、
急
激
に
増
加
し
た

就
学
年
齢
の
子
ど
も
の
受
け

入
れ
を
本
市
だ
け
で
対
応
す

る
こ
と
が
難
し
く
な
っ
て
き

た
た
め
、
近
隣
自
治
体
（
当

時
の
保
谷
町
・
小
平
市
等
）

の
協
力
を
得
て
い
ま
し
た
。

　
昭
和
45
年
当
時
、、
東
久

留
米
市
は
小
平
市
と
の
委
託

協
定
に
よ
り
（
表
１
／
第
4

回
）、
本
市
の
西
部
地
区
（
柳

窪
3
丁
目
、
弥
生
1
・
2
丁

目
）
在
住
の
子
ど
も
た
ち
は
、

小
平
市
立
の
小
・
中
学
校
に

通
学
し
て
い
ま
し
た
。
対
象

の
小
学
生
は
76
人
、
中
学
生

は
15
人
で
し
た
）。

　
昭
和
45
年
度
の
委
託
料

は
、
小
平
市
の
同
年
度
の
教

育
予
算
か
ら
教
職
員
等
の
人

件
費
分
を
除
い
た
額
を
同
市

の
児
童
・
生
徒
数
で
除
し
た

額
で
、
一
人
当
た
り
約
6
5

0
0
円
で
し
た
（
本
市
の
昭

和
45
年
度
決
算
額
に
よ
る
）。

　
そ
の
後
、
昭
和
47
年
度
に

は
第
十
小
学
校
と
南
中
学
校

が
、
昭
和
49
年
度
に
は
小
山

小
学
校
と
大
門
中
学
校
が
、

昭
和
50
年
度
に
は
神
宝
小
学

校
、
滝
山
小
学
校
（
平
成
15

年
度
閉
校
）
及
び
南
町
小
学

校
の
3
校
が
、
昭
和
51
年
度

に
は
本
村
小
学
校
が
、
そ
し

て
、
児
童
数
が
１
万
3
0
6

3
人
の
ピ
ー
ク
を
迎
え
る
昭

和
54
年
度
を
前
に
、
53
年
度

に
は
下
里
小
学
校
（
令
和
元

年
度
閉
校
）
と
下
里
中
学
校

が
、
さ
ら
に
、
昭
和
59
年
度

に
は
中
央
中
学
校
が
立
て
続

け
に
開
校
さ
れ
た
の
で
す
。

　　
昭
和
44
年（
1
9
6
9
年
）、

上
の
原
2
丁
目
に
あ
っ
た
第

四
小
学
校
内
（
平
成
23
年
度

閉
校
）
に
、
久
留
米
町
教
育

セ
ン
タ
ー
が
開
設
さ
れ
ま
し

た
。
当
初
は
、「
科
学
教
室
」

と
「
教
育
相
談
部
」
が
置
か

れ
ま
し
た
。「
科
学
教
室
」
を

支
え
る
た
め
、
科
学
や
天
文

教
室
の
指
導
員
に
は
全
校
か

ら
教
諭
が
任
命
さ
れ
て
お

り
、「
科
学
教
育
の
振
興
」
が

セ
ン
タ
ー
事
業
の
大
き
な
位

置
を
占
め
て
い
た
こ
と
が
分

か
り
ま
す
（
表
1
／
第
9

回
）。

　
教
育
セ
ン
タ
ー
の
も
う
一

つ
の
大
き
な
役
割
で
あ
る

「
教
育
相
談
」。
50
年
前
は
ど

の
よ
う
な
相
談
が
あ
っ
た
の

で
し
ょ
う
か
。

　
開
設
当
初
の
昭
和
44
年
度

の
報
告
書
に
よ
る
と
相
談
件

数
は
34
件
（
幼
稚
園
入
学
前

後
の
幼
児
12
件
、
小
学
生
21

件
、
中
学
生
ゼ
ロ
、
成
人
1

件
）
で
、
学
習
面
や
登
校
拒

否
と
い
う
学
校
生
活
に
関
わ

る
こ
と
よ
り
も
、「
引
っ
込

み
じ
あ
ん
」「
落
ち
着
き
が

な
い
」
な
ど
、
子
ど
も
の
性

格
に
つ
い
て
の
相
談
が
多

か
っ
た
よ
う
で
す
。

　
そ
の
後
、
平
成
10
年
（
1
9

9
8
年
）
に
は
教
育
セ
ン

タ
ー
に
「
学
習
適
応
教
室
」

が
設
置
さ
れ
、
子
ど
も
一
人

ひ
と
り
の
状
況
に
合
っ
た
、

よ
り
丁
寧
な
学
習
面
で
の
相

談
が
行
え
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
現
在
の
教
育
相
談
室

は
2
個
所
あ
り
、
い
じ
め
や

勉
強
な
ど
の
学
校
生
活
の
悩

み
を
相
談
で
き
ま
す
の
で
、

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
◎
中
央
相
談
室
（
教
育
セ

ン
タ
ー
内
）☎
4
7
3
・
3
6
6

7 

◎
滝
山
相
談
室
（
令
和
２

年
4
月
か
ら
西
部
地
域
セ
ン

タ
ー
内
に
移
転
）☎
4
7
5
・

8
9
0
9

　　
授
業
の
柱
と
な
る
「
教
科

書
」。
令
和
2
年
度
は
、
令
和

3
年
度
か
ら
6
年
度
ま
で
市

立
中
学
校
が
使
用
す
る
全
教

　
　
　
　
　（
2
面
に
続
く
）
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～教育行政が目指す５０年前も現在も変わらないこと、変わってくこと…

教育委員会の動き
　令和2年（2020年）、東久留米市は市制施行50周年を迎えました。市に移行した「昭和45年（1970年）」はどんな年だったでしょうか。
　銀座や新宿では「歩行者天国」が設置され、大阪で開催された万国博覧会ではアポロ11号が地球に持ち帰った「月の石」が展示されたりと、大変な人出の様
子が連日報道されていました。一方、民間航空機がハイジャックされたり、日本における初めての光化学スモッグの発生が都内で報告されたり（独立行
政法人・環境再生保全機構のＨＰから）、世相に影を落とす出来事も起こりました。
　教育界でもこの50年間、国や東京都の教育方針や施策の転換があり、市の教育施策も見直しを図ってきました。今号では毎号のシリーズ「教育委員
会の動き」の視点を拡大し、50年前の教育委員会の会議の議題から窺（うかが）える、市の教育事情を紹介します。

当時も、
まちに活気が
溢れていました

学
校
施
設
の
建
設

ラ
ッ
シ
ュ
真
っ
只
中　第九小学校は令和2年度

に創立５０周年を迎えました
（関連記事3面）。

祝

小平の友達が
できたよ

東
久
留
米
っ
子
だ
け
ど

小
平
市
の
学
校
へ
通
学

もしもし
教育センター
ですか…

教
育
セ
ン
タ
ー
の

重

要

な

役

割

教科書は大事
なことがまと
まっているよ！

今
と
は
違
う
　

　
教
科
書
採
択

教育委員会だより
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〔表１　昭和４５年教育委員会の
　　　　　　主な議案・報告案件〕

　◎第1回（1月13日）【議案】第八小学校の開
設▼第九小学校の開設▼小学校児童の通学区
域に関する規則の一部改正　【報告】（仮）第
九小学校の件▼第一小学校舎の改築▼東久留
米団地内の公立幼稚園の設立
　◎第2回（2月20日）【議案】第九小学校所
在地▼昭和45年度教育予算原案　【協議】第
八小学校・第九小学校の通学区域問題
　◎第3回（2月24日）【議案】久留米町立学
校開設変更に関する件　
　◎第4回（3月6日）【議案】小平市委託児童
生徒の協定の更新▼小平市委託児童生徒の協
定
　◎第5回（3月20日）【議案】第九小学校長
候補者内申　
　◎第6回（3月30日）【議案】第九小学校教
頭候補者内申
　◎第7回（4月2日）【議案】町職員の異動
【報告】請願（西中学校体育館の新築、第九小
学校開設、第一小学校改築ほか）
　◎第8回（5月15日）【議案】一般会計（教
育費）補正予算（5月）原案　【協議】教科書
採択▼体育館の建設　
　◎第9回（6月17日）【議案】一般会計（教
育費）補正予算案（6月）▼第一小学校危険校
舎用途廃止▼久留米町立教育センター役員の
委嘱
　◎第10回（7月20日）【議案】一般会計（教
育費）補正予算（6月）原案（修正）【報告】
子供・婦人図書館の運営
　◎第11回（8月7日）【議案】昭和46年度小
学校使用教科用図書採択▼一般会計（教育
費）補正予算（8月）原案　
　◎第12回（9月1日）【議案】一般会計（教
育費）補正予算（9月）原案▼久留米町教育委
員会に関する条例等の全文及び一部改正▼小
学校児童の通学区域に関する規則の一部改正
　◎第13回（10月1日）【議案】一般会計（教
育費）補正予算（9月）原案　
　◎第14回（12月7日）【議案】一般会計（教
育費）補正予算（12月）原案　【報告】第八小
学校の通学路▼公立幼稚園の名称 ▼請願（第
五小学校屋内体育館設置）

　〔
今
号
の
主
な
内
容
〕
１
面
は
「
特
集
・
拡
大
版 

教
育
委
員
会

の
動
き
」、
２
面
は
「
総
合
教
育
会
議
を
開
催
」、
３
面
は
「
学
校

の
取
り
組
み
」、
４
面
は
「
市
制
施
行
50
周
年
記
念
〜
歴
史
に
学

ぶ
」
で
す
。


